
小城市 経済動向調査
～RESASデータから見る現状と展望～

令和７年12月20日

小城市商工会



調査目的

当地域の小規模事業者が、生産性の高い産業や人の動きなど、国が提供
するビックデータを活用することで効率的な資源の集中や事業計画に反映
させることを目的とする。



１.マーケティングマップについて

佐賀県でのレジ通過１０００人
あたり購入金額を見ると惣菜が
大きく上昇。

• 生活用品消費分析
１位 惣菜●

２位 青果●

３位 精肉●

４位 鮮魚●

５位 ラッピングフィルム●



１.マーケティングマップについて

佐賀県でのレジ通過１０００人
あたり購入点数を見ると惣菜は
増加傾向であるものの、精肉、
鮮魚は減少傾向。

• 生活用品消費分析
１位 惣菜●

２位 青果●

３位 精肉●

４位 鮮魚●

５位 ラッピングフィルム●



１.マーケティングマップについて
• 滞留人口メッシュ分析

時間帯：平日の昼間と平日夜間を比較

対象区域：牛津町天満町

※滞留人口とは

ある地点に15分以上滞留している人の１時間あたりの平
均人数



１.マーケティングマップについて
• 滞留人口メッシュ分析

〇夜間は昼間と比較し男性の割合が
16％ほど多く、域外への通勤・通学
が予想される。

〇夜間は89％が60代以上となって
おり高齢化が進んでいる。

〇昼間は市外からの流入があるため、
通勤・通学が見受けられる。



１.マーケティングマップについて
• 滞留人口メッシュ分析

対象区域：芦刈町

時間帯：平日の昼間



１.マーケティングマップについて

選択地域においては60代以上が
99.5％を占めている。

また居住地構成は99.2％が同一
市区長村内であり時間帯別推移
も少ない。

以上のことから高齢の女性が在
宅されており、男性は就労され
ていること。また、この地区が
非常に高齢化が進んでいること
が分かった。

そのほか、１０月、１１月は大
きく滞留人口が減ることから季
節性の労働に従事されているこ
とが推測される。

• 滞留人口メッシュ分析



１.マーケティングマップについて

• 滞留人口メッシュ分析

対象区域：芦刈町

時間帯：平日の夜間



１.マーケティングマップについて

選択地域においては60代以上が
100％を占めている。

また居住地構成は100％が同一
市区長村内であり時間帯別推移
も少ない。

以上のことから高齢の女性が在
宅されており、休日も男性は就
労されていること。また、この
地区が非常に高齢化が進んでい
ることが分かった。

そのほか、８月から１１月は大
きく滞留人口が減ることから季
節性の労働に従事されているこ
とが推測される。

• 滞留人口メッシュ分析



１.マーケティングマップについて
• 通過人口メッシュ分析

※通過人口

あるメッシュを通過した人の１時間あたりの平均人数

下記の道路について分析

①国道３４号線

②国道４４４号線

③江北芦刈線

④牛津芦刈線



１.マーケティングマップについて
• 通過人口メッシュ分析

時間帯：平日の昼間

①国道３４号線

交通量は非常に多く、特に同一都道府県内お
よび他都道府県からの通過が８７％と圧倒的
に多い。

このことから、国道３４号線では市外や県外
からの通過者が多く、通勤や物流などの目的
での利用が考えられる。

この道路沿いにある店舗は地域住民だけでな
く、広域からの通過者をターゲットとした
マーケット戦略が必要となることが推測され
る。



１.マーケティングマップについて
• 通過人口メッシュ分析

時間帯：平日の昼間

②国道４４４号線

交通量は国道３４号線と比較すると少ないも
のの６０，０００人前後で安定して推移して
いる。特に同一都道府県内および他都道府県
からの通過が８６％と圧倒的に多い。

このことから、国道４４４号線では市外や県
外からの通過者が多く、通勤や物流などの目
的での利用が考えられる。

この道路沿いにある店舗は地域住民だけでな
く、広域からの通過者をターゲットとした
マーケット戦略が必要となることが推測され
る。



１.マーケティングマップについて
• 通過人口メッシュ分析

時間帯：平日の昼間

③芦刈江北線

交通量は２０，０００人強で安定して推移し
ている。特に同一都道府県内および他都道府
県からの通過が９１％と圧倒的に多い。

このことから、芦刈江北線では市外や県外か
らの通過者が多く、通勤や物流などの目的で
の利用が考えられる。

この道路沿いは、広域からの通過者をター
ゲットとしたマーケット戦略が必要となるが
交通量が少ないことを念頭に計画を立てるこ
とが重要となる。



１.マーケティングマップについて
• 通過人口メッシュ分析

時間帯：平日の昼間

④牛津芦刈線

交通量は１２，０００人前後と交通量は少な
い。利用者は市内の方が最も多く４９％と
なっている。

また６０歳以上の割合も４６％とほかの道路
と比較し高い。

このことから地元住民の生活道路としての利
用が多いことが考えられる。市外からの通過
者も多く通勤に利用されていることが考えら
れる。



１.マーケティングマップについて
• 事業所立地分析

国道３４号線沿いの事業所について分析を行った
ところ下記の通りとなる。



１.マーケティングマップについて
• 将来人口メッシュ分析

表示年：2025年⇒2070年

増減数

①牛津の商店街を中心に分析



１.マーケティングマップについて
• 将来人口メッシュ分析

表示年：2025年⇒2075年

総数

上段のグラフは１５歳～６４歳ま
での男性・女性の人口推移グラフ、
下段は６５歳以上の男性・女性の人
口推移グラフである。

２０７０年には生産年齢人口、高
齢人口をもにほぼ半減している。

商店街機能の縮小や空き家・空き
店舗の増加が懸念される。



１.マーケティングマップについて
• 将来人口メッシュ分析

表示年：2025年⇒2070年
増減数

①芦刈観蘭校を中心に分析



１.マーケティングマップについて
• 将来人口メッシュ分析

表示年：2025年⇒2075年

総数

上段のグラフは１５歳～６４歳ま
での男性・女性の人口推移グラフ、
下段は６５歳以上の男性・女性の人
口推移グラフである。

２０４５年を境に生産年齢人口は
減少に転じている。高齢人口は２０
４５年より大きく増加している。



２.観光マップについて

• 観光地分析について

条件

・時間帯 休日、昼間

・属 性 同一都道府県内、他都道府県

①赤レンガ館周辺

②小城のりスポーツセンター

③ブラックモンブランフットボールセンター

への来訪が多い



２.観光マップについて
• 観光地分析について

条件

時間帯 休日、昼間

属 性 同一都道府県内、他都道府県

①赤レンガ館周辺

分析を行ったところ４０代女性の
割合が大きく、また県内からの旅行
者が多いことがわかった。一方で県
外からの来訪は無く、県外への十分
なPRができていないことが懸念さ
れる。また月別の来訪者数の変動が
大きく閑散期でのイベント開催など
による安定的な来客誘致が効果的で
あると考えられる。



２.観光マップについて
• 観光地分析について

条件

時間帯 休日、昼間

属 性 同一都道府県内、他都道府県

②小城のりスポーツセンター

分析を行ったところ４０代女性お
よび男性の割合が大きく、また県内
からの旅行者が多いことがわかった。
また月別の来訪者数の２月と３月が
最も多く、その他の月では来訪は少
ない。



２.観光マップについて
• 観光地分析について

条件

時間帯 休日、昼間

属 性 同一都道府県内、他都道府県

③ブラックモンブラン

フットボールセンター

分析を行ったところ、年代別では
男性、女性とも圧倒的に４０代の割
合が大きく、また県内の他市町から
の立ち寄りが５２％、県外からが２
３％となり、市内の利用は２５％に
とどまることがわかった。



２.観光マップについて

• 宿泊分析について

条件：２０２４年

小城市の居住都道府県別の延べ宿泊者数を見ると福岡県
からの宿泊者が最も多い。

年間の宿泊者数は２，２６６人と非常に少なくなってお
り佐賀県全体（約２００万人）のうち、０．１％となっ
ている。



２.観光マップについて
• 宿泊分析について

条件：２０２４年

小城市の宿泊者の属性を見てみると圧倒的に男性が多い。

また参加形態をみてみると一人、男性グループで１，６５１人となっており７２％を占めている。このことから小城市
の宿泊についてはビジネスでの出張利用が多いことが考えられる。



・人口構成分析

〇小城市の人口は２００５年をピーク（４５，８５２
人）に、減少が続いている。２０５０年には３４，２４
１人となる予測である。２０２５年以降は０．８％程度
の人口が毎年減少することが予想されている。

〇一方で老年人口は２０４０年まで増加し、その割合は
３５％を占め、その後も割合は増加する予測となってい
る。

３.人口マップについて



・人口構成分析

３.人口マップについて

〇２０２０年（青と赤）と２０５０年（薄い緑）
の人口ピラミッドを比較してみると、４９歳以下
の人口は大きく減少している。一方で７５歳以上
の人口は大きく増加しており特に女性の増加が著
しい。



・人口増減分析

〇２０００年代になると転出超過による社会減が続いており、２００５年を境に総人口も減少が続いている。
〇２０２０年以降は自然減も加速しており今後、人口減少はさらに加速することが予想される。

３.人口マップについて



３.人口マップについて
・自然増減分析

〇佐賀県・小城市ともに人口を維持するための水準である２．０７を大きく下回っている。



３.人口マップについて
・社会増減分析

〇転入超過は多久市がもっとも多く次いで唐津市、佐賀市、武雄市、鹿島市となっている。
〇転出超過は長期間に渡って福岡市が多く、ここ最近は伊万里、神埼が増加傾向である。



３.人口マップについて
・社会増減分析

〇転入は佐賀市がもっとも多く次いで多久市、福岡市、唐津市となっている。
〇転出は佐賀市がもっとも多く、次いで福岡市となっている。
〇佐賀市に近くベッドタウンとして転入が多い。一方で転出もほぼ同数となっており、転出抑制に向けた取り組みが重
要となってくる。



３.人口マップについて
・佐賀県の進学者の流出入

〇進学ででていく人数が進学で入ってくる人数を大きく
上回っており、特に福岡県への流出が多い。

〇進学時の県外流出は地元に戻らない恐れも多く、若年
層人口を流出を防ぐためにも、佐賀県、小城市において
も、県内における就学環境の整備や卒業後に地元企業へ
就職が促進するよう働く場所としての受け皿の確保や若
年層に向けた就職情報提供の拡充などの取り組みが必要
となる。



３.人口マップについて
・地域間流動

〇昼間人口を見てみると、日中滞在する人の居住地
は「小城市」が７７．５９％であり、次いで「佐賀
市」が１１．３５％となっている。

〇夜間人口をみてみると、居住する人の日中の滞在
地は「佐賀市」が２３．３２％であり、佐賀市へ通
勤・通学する人が多いことがわかる。

〇通勤・通学により「昼間の消費」が流出しており、
小城市の「働く場所」としての機能強化が今後の重
要な課題と考えられる。



４.産業構造マップ
・産業構成割合

〇売上高の構成比を見てみると、製造業の売上構
成比は全国・県平均を大きく上回っており、製造
業（食品加工・部品製造等）が地域経済を牽引し
ている。

〇公共工事等への依存度が高い建設業の売上比率
も高く、全国平均の2倍程度となっている。てい
る。

〇一方で卸売業、小売業、運輸業・郵便業は全
国・県平均を下回っており、流通関連のウエイト
は低くなっている。

〇医療・福祉関係は県平均には及ばないが全国平
均を上回り、これらの産業への従事者も多い。

〇小城市はサービス産業の比率が低く、働く場所
としての安定性はあるものの、職種の幅や高付加
価値雇用が限られており、若年層の定着に課題が
ある。



４.産業構造マップ
・従業者と労働生産性から見る付加価値額

〇製造業は労働生産性が６０５万円/人であり
全国平均に近い生産性を持つ産業であり、従
業者数も１，５６８人、付加価値額も約９５
億であり小城市の産業の核となっている。

〇医療、福祉は従業員数３１７６人と最も多
く雇用の受け皿となっているが労働生産性が
低く、賃金水準が上がりにくい状態となって
いる。

〇小城市全体の労働生産性は全国平均より大
きく下回っている。そのため賃金が上がりに
くく、市外への就業などに繋がっていること
が考えられる。
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